
1992年出土の木簡

岐
阜
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跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岐
阜
市
長
良
字
城
之
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
四
月
ぞ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岐
阜
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
内
堀
信
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
単削
一
世
紀
ｉ
一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

城
之
内
遺
跡
は
、
岐
阜
市
内
を
北
東
か
ら
南
西
へ
流
れ
る
長
良
川
の
北
岸
扇

状
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
付
近
は
、
以
前
か
ら
天
文
元
年

（
一
≡
≡
じ

に
美
濃
国
の
守
護
大
名
土
岐
氏

が
移

っ
た
枝
広
館
跡
に
比
定
さ

れ
て
い
た
。

城
之
内
遺
跡
の
調
査
は
、
長

良
公
園
の
建
物
建
設
に
伴
う
事

前
調
査
で
あ
り
、
岐
阜
市
教
育
委
員
会
が

一
九
九
二
年
度
に
実
施
し
た
。
調
査

の
結
果
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
多
数
の
遺
構
が
重
複
し
て

見
つ
か
っ
た
。
戦
国
期
の
遺
構
に
は
、
焉
館
の
堀
跡

（北
西
コ
ー
ナ
ー
部
）、
区

画
溝

（館
内
及
び
館
外
）
等
が
あ
る
。
堀
跡
の
一
部
で
は
土
塁
と
法
面
が
崩
落
し
、

崩
落
土
直
上
も
含
め
全
域
で
厚
さ
約

一
ｍ
の
洪
水
砂
層
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
こ
の
館
は
洪
水
に
よ
っ
て
廃
絶
し
た
可
能
性
が
高
い
。

堀
内
の
洪
水
層
か
ら
は
、
木
簡

一
点
の
他
、
木
箱
二
個
、
漆
器
、
折
敷
、
曲

物
、
箸
等
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
木
簡
は
、
堀
跡
北
辺
部

（北
西
コ
ー
ナ
ー
付

近
）
の
堀
底
直
上
の
洪
水
砂
層
中
か
ら
出
上
し
た
。
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
洪

水
時
に
近
く
か
ら
流
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔よ
り
己

①
　
「
□
□
□
南

へ
壱
間
半
　
大
桑
口
回
」
　

　

　

やヽ
受
Ю葵
〕
露

全
体
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
物
品
を
館
に
持

っ
て
来
た
時
、

あ
る
い
は
館
か
ら
運
び
出
す
時
の
付
札
の
可
能
性
が
あ
る
。
「大
桑
」
の
記
載

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
桑
の
地
と
の
間
の
関
連
性
も
推
測
で
き
る
。

発
掘
で
見
つ
か
っ
た
館
跡
を
枝
広
館
と
断
定
で
き
る
証
拠
は
な
い
が
、　
一
辺

(岐 阜)

性
子
ｌ
ｈ
名
＼
ゑ
耳
塚
〒

丞
摯
抄
―



二
〇
〇
ｍ
前
後
と
い
う
規
模
や
、
出
土
遺
物
の
年
代
が

一
致
す
る
こ
と
等
か
ら
、

そ
の
可
能
性
は
高
い
。
館
廃
絶
の
契
機
と
な
っ
た
洪
水
は
、
天
文
四
年

（
一
五

三
五
）
の
長
良
川
大
洪
水
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
が
、　
こ
の
洪
水
の
結
果
、
土

岐
氏
の
本
拠
は
大
桑
城

へ
移

っ
た
と
さ
れ
る
。
木
簡
に
記
さ
れ
た

「大
桑
」
の

評
価
等
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

９
　
関
連
文
献

内
堀
信
雄

「土
岐
氏
居
館
推
定
地
の
発
掘
調
査
」
翁
日
本
歴
史
』
五
四
一
　

一

九
九
二
年
）

（内
堀
信
雄
）

□

（右
）

□
□
□
□

□
小
國
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（母

大
じ

溢

ｏ驚

い
ず
れ
も
平
城
京
左
京

一
条
三
坊
十
五
坪
内
の
溝
ｓ
Ｄ
四
八
五
か
ら
出
土
し

た
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
そ
の
特
色
あ
る
書
風
や
形
態
か
ら
み
て
、
も
と

は

一
つ
の
木
衡
で
あ
ろ
う
。
双
方
に
同

一
と
み
ら
れ
る
文
字
が
あ
る
が
、
釈
文
と

し
て
は
木
簡
１９
が
正
し
く
、
木
簡
２２
の
「綿
」
と
読
ま
れ
て
い
る
字
は
、
木
簡
１９

表

一
行
日
の
下
端
の
字
や
同
二
行
日
下
か
ら
第
二
字
と
同
じ
で
、
「郷
」
と
読
ま

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「綿
」
と
読
ま
れ
た
の
は
、
一
行
目
の
字
の
末
尾
に
横
画
が
あ

る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
第
二
字
の
初
画
が
第

一
字
に
重
な
っ
て
書
か
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
二
行
日
と
比
べ
れ
ば
男
ら
か
で
あ
る
。
「郷
」

の
下
の
字
は
、
同
じ
溝
か
ら
出
上
し
た
木
簡
５
に
見
え
る

「多
」
の
具
体
字
に

類
似
す
る
。
な
お
裏
面
の
書
も
相
互
に
似
て
お
り
、
二
つ
に
切
断
さ
れ
て
廃
棄

さ
れ
た
も
の
が
、
別
々
に
検
出
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　

（東
野
）

『
平
城
官
発
掘
調
査
報
告
』

簡
が
載

っ
て
い
る
。
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簡
１９
〕
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□
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日
日
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□
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日
日
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〔木
簡
２２
〕

（綿
）

・
□
□

（綿
）
□
□

Ⅵ

（
一
九
七
五
年
）
に
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
本

（
心

９
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解




